
■バスで
● 新潟駅（万代口）より  （ 【１～３】全て ▼「西大畑坂上」下車徒歩5分）
【１】 新潟交通バス（Ｃ20）『浜浦町経由西部営業所行』
【２】 新潟交通バス（Ｃ21）『浜浦町経由信濃町行』
【3】   新潟交通バス（Ｃ22）『水族館前行』 

● 新潟交通バス
「東中通」下車徒歩15分

■タクシーで
 新潟駅（万代口）より約15分

■徒歩で
古町十字路より徒歩15分

■自動車で
日本海東北自動車道新
潟亀田ＩＣを下り、柳都大
橋経由約25分
国道8号線（新潟バイパス）
桜木ＩＣを下り、昭和大橋
経由約20分
国道8号線（新潟バイパス）
紫竹山ＩＣを下り、柳都大
橋経由約20分

【１】 

【２】 

【３】 

これからのアートを創る

NSG美術館
〒951-8101 新潟市中央区西船見町5932番地561
TEL ： 025-378-3773    FAX ： 025-378-3772
メールアドレス ： nsg-artmuseum@nsg.gr.jp
ホームページ ： https://www.nsg-artmuseum.jp
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NSG美術館
展覧会スケジュール 

2024.4～2025.3

明治35年新潟市西堀生まれ。 本名
は水島太一郎。 花鳥風月・人物画な
ど独特の画風を構築し、高い人気を
博した。 上京後、洋画家の黒田清輝
に学び、のち日本画家の小林古径に
学ぶ。 帝展・院展入選。奈良の古寺で
の寄食生活を経て、再び作家活動に
入り、以降没するまで60年近く画業
一筋の人生であった。

粛粲寶について
[明治35年（1902）－平成6年（1994）］

しゅくさんぽう

大　人
専門学校生・大学生
高校生以下

個人
300円
200円
無料

団体（20名以上）
200円
100円
無料

観覧料  （2Ｆ・第1展示室のみ）

※学生の方は学生証等の提示をお願い致します。 

利用案内
開館時間 午前10時30分～午後6時 （入館は5時30分まで）

※特別イベント開催や季節等により開館時間を変更する場合がございます。

休館日 月曜日 ※祝日または振替休日が月曜日の場合はその翌日。
展示替え期間

所蔵コレクション

交通のご案内

表紙  画：髙橋康男



企画展覧会
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NSG美術館  展覧会スケジュール  ※展覧会準備期間は完全休館となります。 世界遺産 黄金の宝島 佐渡 上山益男展画業50年 池乘美奈子 ―穏やかな時のなかで―

安立喜美江 日々を縫う、版を重ねる 糸のオブジェと版画

第39回 新潟デザイン専門学校 卒業制作・修了制作展 ーデザイン展ーSUMMER SELECTION

粛粲寶の鳥展
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安立貴美枝 日々を縫う、版を重ねる
糸のオブジェと版画　
2024年11月2日（土）▶ 12月22日（日） 2025年1月25日（土）▶ 3月16日（日）

手編み毛糸のPuppyさんの為に制作させて頂いたオブ
ジェと個人的に制作している版画などを展示します。日々
の記憶の層の中から脳が自身に見せてくれる形を少しシ
ンプルに抽出して再構成しています。アプローチは少し違
いますが、私にとっては糸と糸、糸と色面、版を重ねることは
一つの視点ではなく他者の視点を重ねる行為で世界をよ
り確かに認識する方法だと信じています。

20202021AW 羣禽朝礼

世界遺産 黄金の宝島 佐渡 上山益男展 
【併催】カンボジア アンコールワット遺跡群

粛粲寶の鳥展
しゅくさんぽう

画業50年 池乘美奈子 ―穏やかな時のなかで―
2024年4月27日（土）▶ 6月16日（日）

2024年8月24日（土）▶ 10月14日（月）
古い椅子に置かれたヴァイオリンなどの楽器。花が活けられた花瓶と
時計。モチーフの基本は変わらない。それぞれのモチーフの細密な表
現とともに計算された配置と構図、何より作品の品格を高めているのは
その色使いであろう。古色を感ずる色調は西洋の歴史や文化に深く傾
倒した人にしか表現できないものである。画業50年の作品のそれぞれ
に作家の時々の心模様を感ずる調べが聞こえてくる。

奏―ひととき やわらぎ

第39回 新潟デザイン専門学校 卒業制作・修了制作展
ーデザイン展ー SUMMER SELECTION
2024年7月6日（土）▶ 7月28日（日）

岩手出身の私が佐渡に深くかかわるようになったのは半世紀程前に
東京で開催した7人の写真家展「佐渡」でした。自然や歴史など多くの
魅力がありますが日常が一番です。人間の温かみです。人間が最高の
被写体です。「写真は記録」です。後世に残すためにも佐渡を世界遺産
にする新潟の会副会長として微力ながら応援したい。
上山 益男
1948年岩手県花巻市大迫町生まれ。1975年（有）上山スタジオ創業、現在49期。
1991年新潟デザイン専門学校非常勤講師、現在に至る。2010年故天野尚氏と
（一社）世界環境写真家協会設立。
現在：日本写真家協会会員、日本広告写真家協会特別会友、佐渡を世界遺産に

する新潟の会副会長

1947年新潟市生まれ。1983年中野雅友に師事。1989年新潟市展市長賞受賞。
1998年新潟県展県展賞受賞。2012年新潟県展奨励賞受賞。2016年光風会会員
推挙。
現在：光風会会員、新潟県美術家連盟理事、新潟市美術協会理事、県展無鑑査

池乘 美奈子

粛粲寶は新潟市西堀出身の異色日本画家です。花鳥風
月、人物画、仏画、静物を主に描き、その作風は大胆でお
おらかで観る者を笑顔にします。また仏教や中国古典に
造詣が深く、確かな知識の裏付けがあり、特徴的な書体
で書かれた賛も絵と一体化していて大変魅力的です。今
回はNSG美術館で所蔵している作品の内、鳥にスポッ
トを当てた展覧会としました。鳥だけではなく、鳥と花、
鳥と童子などユニークで可愛らしい鳥たちを取り揃え
ます。多摩美術大学絵画学科版画専攻卒業。鹿沼市立川上澄生美術館

木版画大賞審査委員特別賞。アワガミ国際ミニプリント展入選。

安立 貴美枝

上山 益男　

2024年2月に新潟市民芸術文化会
館でデザイン展を開催。１年間の集
大成としてこれまで学んだ事を活
かし、卒業制作・修了制作として企
画立案からデジタル・アナログなど
の様々な表現・展開をした作品が

並ぶ。各学科内でプレゼンテーションを行い「優秀賞」「作品賞」「特別賞」
に選ばれた作品と、2月のデザイン展で「優秀賞」作品の中から審査され受
賞したグランプリ作品や協賛社賞作品も展示される。

安立 貴美枝


